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は
高
層
棟
地
上
一
一
階
の
躯
体
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い

た
。

　

躯
体
工
事
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
工
場
で
作
ら

れ
現
場
に
搬
入
さ
れ
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
材
を
採
用
し
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
言
え
ば
現

場
で
打
設
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
工
場
で
部
材

を
加
工
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。「
ま
ず
は
工
場
で
の
一
貫
し
た
品
質
管
理
体
制
の

も
と
で
製
造
さ
れ
る
の
で
、
高
品
質
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
柱
・
梁
・
ス
ラ
ブ
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
強
度
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
強
度
毎
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
分
け
が
容
易
に
な
り
ま
す
」。
そ

の
言
葉
通
り
、
地
上
か
ら
階
を
重
ね
る
ご
と
に
柱
の
強

度
は
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
数
は
実
に
一
二
種
類
。
最

も
特
徴
的
な
の
が
、
こ
の
現
場
で
は
地
下
階
柱
の
最
も

高
軸
力
を
受
け
る
柱
に
設
計
基
準
強
度
二
〇
〇
N
／

㎟
（
以
下
、
F
C
二
○
○
）
と
い
う
超
高
強
度
を
も
つ

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
が
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
基
本
設
計
時
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
は
F
C

八
○
で
計
画
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
差
に
よ
っ

て
何
が
お
こ
る
の
か
。「
柱
の
断
面
が
小
さ
く
な
り
ま

す
」
と
柳
澤
統
括
所
長
が
す
か
さ
ず
答
え
て
く
れ
た
。

つ
ま
り
、
F
C
八
○
で
作
ら
れ
る
一
・
五
㍍
角
の
柱
は
、

F
C
二
○
○
で
は
〇
・
九
五
㍍
の
柱
と
な
っ
て
設
計
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
空
間
の
自
由
度
が
向
上
す
る

と
い
う
わ
け
だ
。
一
例
と
し
て
は
、
地
下
階
柱
が
小
さ

大
橋
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

超
高
強
度
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
採
用

左側に大橋ジャンクション、右側には首都高（中央環状線と高速三号渋谷線）が位置し、写真中央に今回の現場が見える。（写真：SS東京）

大
橋
地
区
で
挑
む

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

の
近
接
施
工

首
都
高
速
三
号
渋
谷
線
と
中
央
環
状
線
を
結
ぶ
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
、

そ
の
周
辺
地
域
を
新
た
な
街
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
る

大
橋
地
区
再
開
発
事
業
の
一
角
に
今
回
の
現
場
は
あ
る
。

住
宅
の
総
戸
数
は
六
八
九
戸
、他
に
も
商
業
施
設
や
公
共
施
設
が

共
存
す
る
地
上
一
五
五
㍍
、四
二
階
建
て
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
に

携
わ
る
大
成
・
東
急
・
錢
高
J
V
の
柳
澤
忠
義
統
括
所
長
に
取
材
し
た
。

（
仮
称
）大
橋
地
区
第
二
種
市
街
地

再
開
発
事
業
一-

一
棟
新
築
工
事

Site Discovery

発見
現場
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四
層
ル
ー
プ
構
造
を
も
ち
、
そ
の
高
低
差
は
な
ん
と

七
〇
㍍
も
あ
る
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
。
そ
の
周
辺
区

域
を
一
体
的
に
整
備
す
る
計
画
が
大
橋
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
だ
。

　
「
一
―
一
棟
と
呼
ば
れ
る
こ
の
建
物
が
大
橋
地
区
再

開
発
、
最
後
の
計
画
建
物
で
す
」。
柳
澤
統
括
所
長
は

淡
々
と
し
た
語
り
口
で
、
建
物
概
要
の
説
明
を
始
め
た
。

向
か
い
側
の
敷
地
に
は
、
プ
リ
ズ
ム
タ
ワ
ー
と
呼
ば
れ

る
二
七
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
既
に
完
成
し
て
お
り
、

大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
屋
上
も
緑
化
工
事
が
進
行
中

だ
。
一
―
一
棟
と
呼
ば
れ
る
今
回
の
建
物
は
、
二
○
一

○
年
三
月
に
着
工
し
「
ク
ロ
ス
エ
ア
タ
ワ
ー
」
と
既
に

名
称
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
、
地
上
四
二
階
の

高
層
棟
と
地
上
二
階
の
低
層
棟
に
分
か
れ
、
取
材
時
に

外装材であるタイルが埋め込まれた状態で搬入さ
れ、そのまま揚重されるプレキャスト部材。

外観パース

工事概要

建物名称：CROSS AIR TOWER
　　　　　（クロスエアタワー）
施工場所：東京都目黒区大橋一丁目407ー1
　　　　　他（地番）
発注者：東京都市計画事業大橋地区第二種
　　　　市街地再開発事業特定建築者
　　　　東急不動産株式会社
　　　　東京急行電鉄株式会社
　　　　三井不動産レジデンシャル株式会社
　　　　有楽土地株式会社
設計者：大成建設株式会社
　　　　一級建築士事務所
工事監理者：株式会社東急設計コンサルタント

施工者：（仮称）大橋地区第二種市街地再開発　
　　　　事業1ー1棟新築工事共同企業体
　　　　（大成・東急・錢高 建設共同企業体）
工期：2010年3月16日〜 2013年1月31日
　　　（延 34.5カ月）
用途：共同住宅（全689戸）、店舗、事務所、
　　　公益施設、駐車場
敷地面積：7,199.73㎡
建築面積：3,788.19㎡
延面積：83,583.50㎡
構造：鉄筋コンクリート造
建物規模：地下2階 地上42階 塔屋1階、
　　　　　軒高154.47m 最高高さ155.95 m 
　　　　　建物深さー16.65 m
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く
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
駐
車
用
機
械
を
設
置

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
・
五
㍍
の
柱
に
比
べ

て
五
四
台
分
多
く
駐
車
台
数
を
確
保
で
き
た
そ
う
だ
。

他
に
も
柱
が
細
く
、
軽
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
や

揚
重
に
か
か
る
負
担
が
低
減
す
る
。
さ
ら
に
、
現
場
で

の
品
質
管
理
は
現
場
打
設
の
場
合
に
比
べ
、
格
段
に
容

易
に
な
る
と
い
う
。
さ
り
げ
な
い
説
明
の
中
に
と
て
つ

も
な
い
技
術
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

　

大
成
建
設
は
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造

工
場
（
千
葉
P
C
工
場
）
を
も
っ
て
お
り
、
財
団
法
人

日
本
建
築
総
合
試
験
所
の
発
行
す
る
生
産
技
術
証
明
も

取
得
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
F
C
二
○
○
ま
で
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
造
か
ら
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
製
作
ま
で
、

一
貫
し
た
品
質
管
理
体
制
の
も
と
工
場
内
で
製
造
・
製

作
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
今
で
は
F
C
三
○
○
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
造
も
可
能
だ
と
い
う
。
こ
う
な
れ
ば
、

柱
の
サ
イ
ズ
も
、
そ
し
て
重
量
も
さ
ら
に
小
さ
く
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
な
ん
と
も
夢
の
あ
る
素
材
だ
。

　

建
設
現
場
に
は
職
長
会
と
い
う
、
専
門
工
事
分
野
ご

と
に
作
業
員
を
ま
と
め
る
職
長
が
集
ま
っ
た
組
織
が
あ

る
。
こ
の
現
場
で
は
、
作
業
員
の
安
全
を
第
一
と
し
た

現
場
の
環
境
作
り
を
行
な
う
安
全
部
会
。
現
場
事
務
所

の
外
壁
に
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
直
射
日
光
を
防
ぐ
な
ど
、
節

電
対
策
な
ど
を
実
施
す
る
環
境
部
会
。
他
に
も
施
設
部

会
、
車
両
部
会
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
部
会
に
別
れ
て
、

現
場
の
保
守
管
理
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
現
場
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
を
提
案
、

作
成
し
た
の
も
職
長
会
だ
と
い
う
。
そ
う
言
え
ば
、
現

場
の
入
り
口
に
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
た
看
板
に
○
と

△
と
□
で
作
ら
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。「
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
プ
リ

ズ
ム
タ
ワ
ー
そ
し
て
こ
の
現
場
、
三
つ
の
建
物
を
表
現

し
て
い
る
そ
う
で
す
」
と
柳
澤
統
括
所
長
。
無
事
に
建

物
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
思
い
を
あ
ら
た
め
て
共
有
し
、

団
結
力
を
強
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。
な
ん

と
も
主
体
性
の
あ
る
現
場
で
あ
る
。

　
「
今
回
の
現
場
は
、
敷
地
の
周
辺
環
境
が
特
殊
で
す
」。

そ
の
言
葉
の
通
り
、
敷
地
の
上
に
は
首
都
高
の
橋
梁
が

通
り
、
そ
の
横
に
は
大
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
敷
地
に
近
接
し
た
地
下
部
分
で
は
首
都
高
速

中
央
環
状
品
川
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
行
な
わ
れ

て
お
り
、
複
合
的
な
要
素
が
多
い
現
場
だ
。

　

も
っ
と
も
特
殊
だ
っ
た
こ
と
は
、
地
下
躯
体
構
築
の

た
め
に
約
一
七
㍍
の
掘
削
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
す
ぐ

隣
で
行
な
わ
れ
て
い
た
地
下
ト
ン
ネ
ル
工
事
自
体
も
同

じ
よ
う
に
地
下
を
掘
削
中
だ
っ
た
こ
と
だ
。「
常
に
両
者

が
毎
日
変
化
し
て
い
く
現
場
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
」

そ
う
語
る
柳
澤
統
括
所
長
。
施
工
者
間
で
山
留
め
の
計

測
を
毎
日
二
四
時
間
体
制
で
行
い
、
情
報
を
提
供
し
合

っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
を
約
一
〇
カ
月
間
続
け
て
い
た
。

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
中
旬
に
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
使

用
し
て
い
た
低
層
棟
の
敷
地
が
返
還
さ
れ
十
二
月
よ
り

低
層
棟
の
地
下
掘
削
工
事
が
始
ま
る
。
再
び
同
じ
よ
う

な
状
況
と
な
り
、
今
度
は
両
者
が
も
っ
と
近
接
す
る
そ

う
だ
。「
前
回
以
上
の
綿
密
な
計
画
と
日
常
計
測
管
理

の
徹
底
が
要
求
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
一
五
五
㍍
と
い
う
高
さ
に

つ
い
て
の
気
遣
い
な
ど
が
聞
か
れ
る
と
思
っ
た
が
、
地

下
に
工
事
の
も
っ
と
も
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
と
は
意

外
だ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
現
場
の
気
苦
労
も
様
々
な
気
遣
い
も
、
何

事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
淡
々
と
話
さ
れ
て
い
た
柳

澤
統
括
所
長
だ
っ
た
が
、
実
は
超
高
層
建
物
の
現
場
を

担
当
し
て
み
た
い
と
若
い
頃
か
ら
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ビ
ル
と
し
て
ひ
と
つ

の
完
成
形
だ
と
思
い
ま
す
し
、
人
間
が
も
っ
て
い
る
高

い
建
物
へ
の
憧
れ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」。
柳
澤
統
括

所
長
が
、
笑
顔
に
な
っ
て
答
え
て
く
れ
た
一
言
だ
っ
た
。

主
体
性
を
持
っ
た
職
人
集
団

国道246号から建物を見る。頭上には首都高速が走る。

庭園の完成予想パース。高層棟の9階にある公園ブリッ
ジから大橋ジャンクションの空中庭園とつながる。　

高層棟の地下階には、これから工事に着手する低層
棟との山留仕切壁が露出している。

職
長
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク

大成建設株式会社
（仮称）大橋地区第二種市街地再開発事業
１－１棟新築工事共同企業体 統括所長

柳澤忠義

再開発事業全体が大規模であり、
歴史も古く、関係者・関連工事

も多いです。そうした現場では、着工
から竣工まで、工事の過程をイメージ、
施工計画・工程計画をたて、それを確
実に具現化していくことが重要です。
　近接工事が多いこの現場では、そう
した基本の大切さを再認識し、同時に
仕事のやりがいにもつなげています。
一方で社内のバックアップ、ご近隣の

理解や東京都・発注者の協力もあり、
着工後一年半、ちょうど工事の折り返
し地点ですが、スムーズに進捗できて
いると思います。多くの人が関わって
いる大変さもありますが、逆にその
方々の協力によって助けられているこ
とも多いです。当社のグループスロー
ガンである“For a Lively World”を念
頭におき、事業の完成に向け関係者と
ともに現場を進めています。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

Tadayoshi Yanagisawa

FC200の強度をもつプレキャストコン
クリート柱。日本で初めて実施工された。

地
下
ト
ン
ネ
ル
工
事
と
の
近
接

連結を待つプレキャストコンクリートで作られた柱と梁。


